
（通算第 回）

令和 年　 第 回京丹後市議会 （ 月定例会）一般質問通告表

１　国の防衛費増額と社会保障費抑制などによる市民生活に与える影響について

　（１）　国の防衛費増額による社会保障・地方財政の抑制が市民生活に与える影響、市独自支援の拡充は

　（２）　国の政策動向を踏まえ、生活インフラをどう守るのか。重点施策は

２　農業・地場産業への影響と市の役割

　（１）　2025年度過去最低の37％食料自給率。農業資材高騰と生産者米価半減の下落のもとで国の制度の

　　　隙間を埋め、地域の生産基盤を守る市政を

　（２）　国への政策提言を

３　平和と住民安全の確保（経ヶ岬基地）

　（１）　経ヶ岬基地と住民の安全について

　（２）　住民の生活・安全を守る公共の役割を強める

１　避難所を「我慢の場」にしない！「いつか」ではなく「いつまでに」を求める

　（１）　避難所におけるスフィア基準なども目安にしながら環境をより良いものにしていく視点が大事だと考えるが

　（２）　学校体育館の空調化を「必要性」から「整備計画」へ

　（３）　全校を視野に入れた年次計画を今年度中に作成することを市長として決断すべきだが

　（４）　現在使っていないが避難所になる旧学校体育館への設置はどうか

２　タブレット導入から7年目。大きな教育投資だからこそ、いま一度、効果と課題を検証し、「京丹後市のICT

　教育の活用方針」を

　（１）　現在の１人１台端末の利用実態と課題について

　（２）　家庭での利用と安全・安心について

　（３）　「学びの質」を検証する必要性について

　（４）　「導入」から「活用の質」を検証する段階へ

１　有害鳥獣対策について

　（１）　シカの駆除の対応について計画の６期を受けて７期にどう生かされたか

　（２）　処理施設についての進捗はどうなっているか

　（３）　埋設処分の補助金について

　（４）　山崩れなどの災害の対応について
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

２　災害対策について

　（１）　備蓄品のあり方について

　（２）　ライフラインの対策は

　（３）　女性が意思決定に関わる仕組みの検討は

３　どの子も安心して通える保育所・保育制度について

　（１）　保育士の労働時間について

　（２）　正規保育士と会計年度任用職員について

　（３）　保育士確保に向けた取り組みは

４　第１０期「介護保険事業計画」について

　（１）　上がり続ける介護保険料、市の対応は

　（２）　介護サービスをなし崩しにする「特定地域」の指定について

１　人口減少の中での事業者支援について

　（１）　共通でオープンな業務を協働で取り組めるような支援を

　（２）　事業者の主体的な挑戦を後押しする、自立型の支援を

　（３）　企業の自立的モノづくり支援と個の能力アップ支援

　（４）　専門の技術研究機関を府市共同で機械、製品、商品開発の研究・支援を

２　会計年度任用職員と制度について

　（１）　職員の半数が非正規である現状の組織的妥当性について

　（２）　会計年度任用職員の「処遇改善」と「雇用の不安定さ」の課題について

　（３）　状況に応じて主体的に空白を補い合う体制の構築

１　子育て環境について

　（１）　子育て活動支援について

　（２）　ファミリーサポートについて

　（３）　第２子保育料について

　（４）　療育について

　（５）　子育て支援が少子化対策に果たす役割について
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

１　網野まちなか再生・既存ストック活用戦略

　（１）　整備手法の柔軟性と選択肢の検討

　（２）　旧網野幼稚園の放置責任

　（３）　旧幼稚園の一体的活用

２　福祉窓口運用とバリアフリー対応

　（１）　福祉関連窓口の2階配置に伴う移動負担

　（２）　「ワンストップ」のルール化

３　学校プールの課題解決と休止中の公営プールの再生

　（１）　学校プールの現状と維持コスト

　（２）　民間プール単一依存のリスクと「2拠点モデル」の提案

　（３）　「京丹後ウェルネスセンター」としての再生活用

１　京丹後市の持続可能性に関する検証と今後の地域構造について

　（１）　財政について

　（２）　地域経済について

　（３）　人口問題について

１　海水浴場の安全管理体制について

　（１）　遊泳者の水難事故防止について

　（２）　ライフセーバーの常駐について

２　市長のまちづくり政策と立地適正化計画について

　（１）　京丹後市の将来像について

　（２）　都市拠点及び地域拠点における市民生活について

３　常備消防・救急体制の充実強化及び消防団の出動について

　（１）　消防救急車両による転院搬送について

　（２）　消防職員条例定数100人について

　（３）　建物火災発生時における消防団の出動指令について
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１　外国人材の確保・定着と受入環境の整備について

　（１）　福祉分野における外国人材マッチング支援事業について

　（２）　福祉分野以外における外国人雇用の必要性と実態把握について

　（３）　福祉部門優先に対する不公平感と産業間均衡の確保について

　（４）　外国人労働者の定着における課題と現状分析について

　（５）　外国人が長く働ける環境整備に向けた具体策について

１　「森林環境税」及び「森林環境譲与税」について

　（１）　森林環境税について

　（２）　森林環境譲与税について

　（３）　森林環境譲与税の使途について

２　森林整備の推進について

　（１）　森林整備計画について

　（２）　森林組合の育成方法とは

　（３）　森林経営管理制度について

３　森林に関する環境学習について

　（１）　今までの取り組みと、今後の取り組み

４　森林整備による波及効果は

　（１）　森林整備を推進することで期待できる波及効果は

１　峰山クリーンセンターの今後のあり方について

　（１）　延命方針に至った判断とこれまでの検討経過

　（２）　将来のごみ処理のあり方

　（３）　市民・地元への説明と今後の合意形成

２　選挙ポスター掲示場の設置基準と今後のあり方について

　（１）　設置基準と現在の課題

　（２）　デジタルを活用した選挙情報の提供

　（３）　掲示方法と制度の見直し
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１　丹後大震災１００年、今後の生かし方は

　（１）　丹後大震災から何を学び、次の１００年の防災・減災にどう生かすのか

　（２）　震災記念館を含めた記憶の継承について

２　予防接種について

　（１）　ＨＰＶワクチンの個別勧奨の対象学年拡大と接種率目標について

　（２）　高齢者肺炎球菌ワクチンの６６歳以上を対象とした独自助成について

１　観光振興、道路整備、宇川地域の振興について市の認識を問う

　（１）　観光振興

　（２）　道路整備

　（３）　宇川地域の振興について

２　市政の諸課題

　（１）　ドクターヘリについて

３　米軍・自衛隊等に関わる問題

　（１）　発電機問題

　（２）　レーダー問題

　（３）　ドローン規制

　（４）　日米の合同訓練の予定

　（５）　市長の抑止力論

　（６）　市と米軍との直接対話の場を
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

１　携帯電話の圏外解消に向けて、市の考えを問う

　（１）　携帯電話の不感地域に対する市の課題認識は

　（２）　市が認識している不感地域とその解消に向けたこれまでの取組は

　（３）　複数キャリアの電波が通ることを目指して調整すべきと考えるが、市の見解を

　（４）　峰山総合公園など、市内外から人が集まる施設ですら、圏外である。また、網野町仲禅寺地域周辺は

　　　峰山と網野方面をつなぐ基幹道路として利用されており、丹波パイパスが完成することで、より利用が促進

　　　されることも見込まれる。圏外解消により、集落住民はもちろん、多くの人への効果が期待できると考えるが

　　　見解を求める

　（５）　市民と議会の懇談会丹後町会場でも電波の弱さに困っておられる声を受けている。課題認識は

　（６）　「デジタル化社会の恩恵を生かしたまちづくり」が重要ではあるが、都市部と違い、基盤整備に課題がある。

　　　本市ではどのように解消していくか

２　離湖の水質の悪化による、悪臭や海岸汚染について、市の考えを問う

　（１）　昨年は、「単年のことなのか、十分な検討が必要」という見解だった。今年の状況を踏まえて、市として

　　　どのように認識しているか（住家や集落での臭いなどの生活被害、海水浴などの経済被害、新樋越川工事の

　　　影響、漁業としての資源保護や生物などの環境への影響）

　（２）　長期的な湖沼の水質改善の対策が必要と考えるが、市の見解は
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